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第 211 回新潟海区漁業調整委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和５年６月８日（木） 

 

２ 開催日時        令和５年６月 20 日（火） 午後１時 30 分 

 

 ３ 開催場所        新潟県水産会館２階大会議室 

新潟県新潟市中央区万代島２番１号 

 

 ４ 出席者 

  定数 15 名 

新潟海区漁業調整委員会委員（11 名出席） 

土屋貞男、渡邊廣吉、磯谷光一、葛西澄人、神田義信、菊池弘之、 

富樫聰、津畑和義、本間勉、脇坂三重城、高橋千洋 

新潟海区漁業調整委員会事務局 

河村書記長、渡邉主査、近主事 

新潟県農林水産部水産課 

渡辺副参事(調整係)、渡邉技師（資源対策係） 

  

    

 ５ 議 題 

（１）まさば・ごまさば及びずわいがにの知事管理漁獲可能量の当初配分に 

ついて（諮問） 

 （２）知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請すべき期間について（諮問） 

 （３）広域型増殖場における水産動植物の採捕禁止に関わる委員会指示につ

いて（指示） 

 （４）令和５年度新潟、山形両海区の小型機船底びき網漁業入会操業協定に

ついて（協議） 

 （５）全国海区漁業調整委員会連合会への要望事項について（協議） 
 （６）北陸４県５海区漁業調整委員会会長会議の今後のあり方について（協議） 
 （７）くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更について（報告） 

 （８）海面漁業権における漁業免許申請等事務手続き要領の策定について（報告） 

（９）その他 
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６ 会議の顛末 

（13：30） 

事務局 

（渡邉） 

 

土屋会長 

 

事務局 

（渡邉） 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（渡邉） 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

河村課長 

・定刻となりましたので、ただいまより第２１１回新潟海区漁業

調整委員会を開催します。 

・まずはじめに、土屋会長よりご挨拶をお願いします。 

 

[挨拶] 

 

・続いて、先月東京都にて行われた全国海区漁業調整員会連合会

令和５年度通常総会にて、磯谷委員、神田委員、菊池委員の３

名が海区漁業調整員として 10 年以上にわたる功績を称え表彰

されました。ここで、連合会長に代わり土屋会長より表彰され

た３名へ賞状の授与と記念品の贈呈を行いたいと思います。 

 

［土屋会長より当該委員へ賞状と記念品の授与］ 

 

・次に、本日の委員の出席状況について報告いたします。 

・本日は 11 名の委員が出席されておりますので、委員会事務規程

第６条の規定により、この委員会が成立することを報告します。 

・次に本日の会議資料を確認します。 

 [資料の確認] 

・それでは、会長から議事の進行をお願いします。 

 

・ただいまより第２１１回新潟海区漁業調整委員会を開会しま 

す。 

・それでは、議事に入る前に議事録署名人を指名させていただい

てよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・今回の議事録署名人は、富樫委員、津畑委員にお願いします。 

・それでは議事に入ります。 

・議題（１）「まさば・ごまさば及びずわいがにの知事管理漁獲

可能量の当初配分について」は知事からの諮問事項です。県か

ら諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 
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土屋会長 

 

 

渡邉技師 

 

土屋会長 

 

 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

河村課長 

 

土屋会長 

 

 

渡辺副参事 

 

土屋会長 

 

   

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料１に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（１）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

・意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないことと

してよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（１）については、原案どおりとして差し支えな

い旨、知事へ答申することとします。 

・次に議題（２）「知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請す

べき期間について」も知事からの諮問事項です。県から諮問を

お願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料２に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（２）についての説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

・意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないことと

してよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 
・それでは議題（２）についても、原案どおりとして差し支えな

い旨、知事へ答申することとします。 

・続いて議題（３）「広域型増殖場における水産動植物の採捕禁

止に関わる委員会指示について」説明をお願いします。 
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渡邉技師 

 

土屋会長 

 

 

葛西委員 

 

 

 

渡邉技師 

 

 

土屋会長 

 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

事務局 

（渡邉） 

土屋会長 

 

 

 

 

富樫委員 

 

 

 

 

 

 

[資料３に基づき説明] 

 

・ただいま、議題（３）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

 

・一点だけよろしいでしょうか。資料 11 ページと 17 ページにお

いて、これまでと違い「区域」ではなく「海域」となっている

が。 

 

・こちらについても、「海域」から「区域」へ語句の修正をさせ

ていただきます。 

 

・何箇所か語句の修正がありましたが、精査してください。 

・他に意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこ

ととしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（３）については、案のとおり指示を発動します。 

・続いて、議題（４）「令和５年度新潟、山形両海区の小型機船

底びき網漁業入会操業協定について」県から説明をお願いしま

す。 

 

［資料４に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（４）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問は、ありませんでしょうか。ここのところ大きなトラブ

ルはないと聞いていますが、山形県に近い富樫委員から意見等

ありますでしょうか。 

 

・山北の場合、底びき網漁業はルールを守って操業しています。

しかし、山北の板びき網漁業の（入会漁場の許可を持っていな

い）船で、山形県の底びき網漁業者が出る時間帯は新潟県側の

海にいるが、山形県の方でも操業しているような話を聞いてい

ます。組合としても注意をしているが、板びき網漁船の中に、

AIS を切っているような船が２隻いるので、これについても厳
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土屋会長 

 

 

 

 

事務局 

（渡邉） 

 

 

 

 

土屋会長 

 

磯谷委員 

 

 

 

 

 

 

富樫委員 

 

 

 

 

 

 

重注意をしました。板びき網漁業は禁漁期間に入ったので今の

ところは良く、山形県側の漁業者も同じ漁師だから少しは良い

わいと言ってくれるものの、はえ縄漁業者もいるため、常に頭

を悩ませています。このような現状にあるため、どうにかはっ

きりと線を引いてもらえると助かります。そもそも、山形県と

新潟県が主張している線がそれぞれ異なっている。これを１つ

にまとめてもらわなければいつまで経ってもこの問題は解決し

ないと思います。我々はこの海域で生活をしているため、早急

に線を決める等の対応をしていただきたいです。 

 

・難しい話ではありますが、何もしなければ進展しない問題です

ので、どこかの機会にお互いが納得できる範囲でちゃんとした

ものができるよう、検討する機会を設けて対応していただきた

い。また、漁協としても指導等をしていきたいと考えています。 

 

・先ほど説明した山形県と新潟県での両海区入会協議会は、山形

県が幹事として今年度も開催を予定しているところです。その

際にこの問題について協議できる場を設けられるかと思います

ので、その場でお話ししていただいて、問題解決に少しでも前

進できるように我々も調整していきたいと考えています。 

 

・他に意見等ありますでしょうか。 

 

・毎年更新ということで議題にあげているが、山形県と新潟県で

毎年交互にしなくても、２、３年おきにできるようにすれば問

題ないのではないでしょうか。また、その中で先ほど富樫委員

から話のあった問題についても漁業者同士の話し合いで線を決

め、２、３年ごとに更新するようにし、問題が起きればその都

度協議すれば良いのではないでしょうか。 

 

・底びき網漁業については１年に１回は必ず山形県の漁業者と話

し合いをして、今までどおりの協定で良いかという確認を取っ

て行っています。しかし、板びき網漁業に関しては山形県側の

漁業者との考え方が合わず、今後は今までどおり話し合いのや

り方では通用しないと考えています。まして、はえ縄漁業者も

操業しているため改めてしっかりと線を引いてもらう対応をし

ていただきたい。また、組合も知らん顔しているわけではなく、
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磯谷委員 

 

 

富樫委員 

 

 

 

事務局 

（渡邉） 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

近主事 

 

土屋会長 

 

 

板びき網漁業者に注意をしているが、当事者は行っていないの

一点張りでそれ以上追及できないでいます。 

 

・先ほども話があった、AIS の電波を切ることについては漁船保

険から止められているのではなかったか。 

 

・AIS を導入する際に、とある漁業者が AIS の電波を切ることは

できるのかと聞かれました。つまり自分が悪いことをしている

という自覚はあるのではないかと思っています。 

 

・板びき網漁業の問題に関しては、繰り返しになるが改めて協議

の場を設けることとしたいと考えています。また、磯谷委員か

らの入会協定の更新を２、３年ごとにするという意見ですが、

今後は法改正の都合により協定を結ぶ議題を６月の海区漁業調

整員会にかけることが難しくなってきます。そのため、今の磯

谷委員からの意見を参考にさせていただき、山形県と話し合い

をして調整をしていきたいと考えております。 

 

・今年は新潟・山形・秋田３海区連絡協議会の開催予定もあり、

その際に富樫委員に出席していただくと思いますので、先ほど

の問題や磯谷委員からの意見についても協議していきたいと考

えております。 

・他に意見等はないようですので、案のとおりとしてよろしいで

しょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（４）について、了承いただきましたので案のと

おり協定を締結することとします。 

・続いて、議題（５）「全国海区漁業調整委員会連合会への要望

事項について」県から説明をお願いします。 

 

［資料５に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（５）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 
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脇坂委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富樫委員 

 

 

 

 

 

 

磯谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

 

河村課長 

 

 

脇坂委員 

・我々は毎年春にはえ縄漁業をやっているが、遊漁者が仕事の邪

魔になっており、注意しても聞いてもらえない。組合として注

意をしているものの、組合所属以外の遊漁者も多く来ており漁

業の支障になっています。そのため、そういった遊漁者を取り

締まる方法、もしくは我々だけでも注意ができる仕組み作りを

していただきたいと思っています。ミニボートもそうですが、

多くの遊漁者はただでさえ危険な状況であるのに、我々だけで

は注意もできない現状にあります。事故があってからでは遅い

ので、早急に県からも工夫して国へ要望していただきたい。 

 

・実際にお客さんを乗せて遊漁をしている船が、今までは行かな

かった粟島沖の西ぐり付近まで船を出していたり、我々漁業者

が海が荒れてきたと判断する状況でも平気でお客さんを乗せて

船を出しています。組合で注意をしていますが、完全に行くな

とも言えず、このままではいずれ事故が起きるだろうと考えて

います。 

 

・実際問題として、漁業者が仕事をしている最中に遊漁船やシー

カヤック、手漕ぎボート等が後からやってきて、ロープに遊漁

者の針が引っ掛かったことに対して「弁償しろ」「裁判を起こす

ぞ」等の文句を言ってくる人もいるという話です。このような

状況にあるため遊漁者による事故が起きることは目に見えてお

り、しっかりと講習を受けてもらうことや、ちゃんとした保険

に加入してもらう必要があると考えます。 

 

・今の３名の委員からお話しがありましたが、全くそのとおりだ

と思います。毎年同じような話をして要望しているが、全く進

展がないのが現状です。全国海区漁業調整員会連合会への要望

はするとして、それとは別に事故を未然に防ぐ対応について、

県をはじめとした行政のみならず、漁業協同組合や海上保安部、

市町村等も巻き込んで地元としてなにか対策が打てるものがあ

れば考えていかなければならないと思います。 

 

・国に要望してもなかなか話が通っていかない部分もあると思い

ますので、考えていくところはあると思います。 

 

・海上保安部や漁船保険組合からも何か対応していただけないで
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土屋会長 

 

高橋委員 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

河村課長 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

河村課長 

 

富樫委員 

 

 

 

 

 

 

 

しょうか。 

 

・高橋委員から意見等ありますでしょうか。 

 

・皆さんのおっしゃるとおり保険組合でもミニボート等に対応で

きるように話が出ているところです。また、漁船保険もできる

だけどのようなものでも保険の対象にできるよう話を進めてい

くことや、研修会等に海上保安部と皆様で協力し、さらにそう

いった遊漁者に加わってもらうことで一緒になって考えていか

なければならないと考えます。 

   

・先ほどの事務局の説明で、遊漁のくろまぐろの採捕違反事例の

説明が少しありましたが、結果としてこれらはどうなっていま

すか。 

 

・こちらについては現在対応中で詳細には答えられないというと

ころではあります。遊漁に関してはくろまぐろの採捕枠がすぐ

に埋まってしまい、その事実を認識していながら操業している

船がいるということで実際に現認された事例もあり、こちらに

ついては漁業調整事務所から対応があるかと思います。我々県

としても遊漁船業として行っている部分については何らかのか

たちで関わってくることがあり、現在検討中であります。 

 

・大型魚については枠内であれば 1 人１本ということで、小型魚

に関しては全く採捕禁止とのことですが、小型魚も獲っていた

という話もあるのですか。 

 

・そうですね。 

 

・このくろまぐろの採捕数量の枠があるせいで、早い者勝ちにな

ってしまっています。沖の方でまぐろを先に獲ってしまうため、

陸の方でもようやくまぐろが獲れ始めた矢先に枠がなくなって

しまいます。小さい船がやっとまぐろが来たと喜んでいるとき

に採捕禁止指示が出るため、見ていてあまりにも可哀想です。

漁師からすると、やっと来た魚が獲れないことほど苦しいこと

はありません。枠を増やす等なんとかならないものでしょうか。 
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河村課長 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

事務局 

（渡邉） 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・まぐろの資源自体については近年順調に増えてきているため、

枠の増加について今後話がでてくると考えています。今よりも

枠が減るということは基本的にないと考えられます。 

 

・色々と言いたいことはあると思いますが、どの問題も漁業者に

とっては大変な問題であると思います。富樫委員の話にもあっ

たように、遊漁者がしっかりとしなければまぐろの規制もなか

なか緩和されていかないと思いますので、しっかりと遊漁につ

いても管理するかたちで要望していきたいと思います。また、

外国からは遊漁者も漁業者も関係なしに同じ日本ということで

見られておりますので、遊漁者が違反していると日本が違反し

ているという目で見られることになります。結果として漁業者

が不利を被らないようにしていきたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

・他に意見等は無いようですので、委員の皆様からの意見を踏ま

え、軽微な字句等の修正については、私と事務局に一任してい

ただき案のとおり要望することとしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（５）について、了承いただきましたので、案の

とおり要望することとします。 

・続いて、議題（６）「北陸４県５海区漁業調整委員会会長会議

の今後のあり方について」事務局から説明をお願いします。 

 

［資料６他配布資料に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（６）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

・私と事務局しか出たことのない会議ですので質問しにくいかと

思います。実際に資料に書いてあるとおりの内容ですが、ここ

３年ほどは WEB 会議で執り行われており、直接会うこともない

ためうまく意見交換ができない部分もありました。そのような

中で石川県からこのような要望があったということについて

は、今後の会議のあり方を考える１つのきっかけになるのでは

と思います。この４県５海区漁業調整員会会長会議につきまし

ては、協議のあとに懇親会等もなく、踏み込んだ意見交換をす
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一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

渡邉技師 

 

土屋会長 

 

 

富樫委員 

 

 

渡邉技師 

 

富樫委員 

 

土屋会長 

 

 

 

事務局 

(渡邉) 

土屋会長 

 

 

 

 

 

る場がないということからも形骸化している背景があります。 

・今のところ私が本年度の４県５海区漁業調整員会会長会議に出

席する予定にしておりますので、この取り扱いについては私と

事務局に一任していただき、事務局案のとおり協議していくこ

ととしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは、議題(６)について了承いただきましたので私と事務

局に任せていただいて、案のとおり協議することとします。 

・続いて、議題（７）「くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更

について」報告をお願いします。 

 

［資料７に基づき説明］ 

 

・ただいま、報告がありましたが、ご意見、ご質問はありません

でしょうか。 

 

・勉強不足で申し訳ありませんが教えてください。くろまぐろの

小型魚については何キロまでになるのでしょうか。。 

 

・内臓込みで 30 キロ未満となります。 

 

・ありがとうございます。 

 

・他に意見等無いようですので、議題（７）について終わります。 

・続いて、議題（８）「海面漁業権における漁業免許申請等事務

手続き要領の策定について」報告をお願いします。 

 

［資料８に基づき説明］ 

 

・ただいま、報告がありましたが、ご意見、ご質問はありません

でしょうか。 

・他に意見等無いようですので、議題（８）について終わりま 

す。 

・続いて、議題（９）「その他」ですが、事務局から何かありま

すか。 
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事務局 

(渡邉) 

土屋会長 

 

 

津畑委員 

 

 

河村課長 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

 

磯谷委員 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

 

磯谷委員 

 

 

 

 

 

 

・特にございません。 

 
・それでは、せっかくですので委員の皆さんから何かありますで

しょうか。 
 

・例の出雲崎地域の底びき網について、進捗状況はどのようにな

っていますでしょうか。 

 

・佐渡の方とも話し合いを進められるように準備しているところ

であります。 

 

・私から少し説明させていただきます。県とも色々と話をする中

で、関係する漁業関係者にまずは同意や理解を得るということ

になりました。新潟漁協に関しては理事会等で何回か説明し、

異論や意見は多々あったものの、ある程度理解をしていただけ

ていると思っています。上越地区は漁協としては動いていない

ものの、磯谷組合長の理解がございますので、上越市漁協も含

めて今後は対応をしていきたいと考えています。 

 

・上越市漁協も含めた中で、今後の漁業の発展のためにも良いと

のことで全員一致で見解を示しております。 

 

・大きな問題になるであろう佐渡地区についても現在少しずつア

プローチをしているところです。ある程度慎重に話を進めてい

かなければならないということもあり、各漁協の組合長に対し

て一度こういう話を進めていきたいと話しに行ってきました。

今後大きな関係がある前浜地区についても話し合いを少しずつ

進めていきたいと思いますので、また何かあればご協力のほど

よろしくお願いいたします。 

 

・慎重に進めていただきたいと思います。やはり将来的な問題も

ありまして、板びき網漁業等に関しても５トン未満なり７トン

未満なりの制限もこれからは改定等していければと思います。

その前にまずは今の話を進めていきたいと思いますので何かあ

れば協力いたしますので、よろしくお願いします。 
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土屋会長 

 

 

 

河村課長 

 

 

磯谷委員 

 

 

 

 

 

河村課長 

 

 

 

磯谷委員 

 

 

土屋会長 

・中越地区のごち網漁業につきましても当然なにかの機会に委員

会にもお伺いすることになるかと思いますので、その際は委員

の皆様のご理解をよろしくお願いいたします。 

 

・相手方にとってみれば現状の変更になるため、慎重に進めるこ

とも大事ですし、よく理解してもらうことも大切だと思います。 

 

・上越地区におけるごち網漁業に関して、これはごち網漁業では

ないというようなものも見受けられます。現状ではそれをやめ

ろということは商売をやめろということになりますので強くは

言えないのですが、そのようにごち網漁業等も改めなければな

らないと考えています。 

 

・中越地区における底びき網漁業の件は、しっかりと理解しても

らえば、できないこともない気がしますので、まずは理解して

もらうことが重要ではないかと思います。 

 

・無理やり押し通してすることでもないと思いますので、皆さん

の理解を得たうえで慎重にやっていただきたいと思います。 

 

・他にないようでしたら、本日予定しておりました議題について

審議を終了しましたので、これにて第２１１回新潟海区漁業調

整委員会は、終了とさせていただきます。 

 

 

終了：15:00 
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上記議事録の正確なることを証するための署名をする。 

 

令和 年 月 日 

 

 

  会長 

 

 

  署名委員 

 

 

  署名委員 

 

 

 


